
―１６――１７― りくぜんたかた市議会だより 第１24号 ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１24

　
　
産
業
振
興
条
例
の
考
え
聞
く

　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会

口
腔
ケ
ア
と
健
康
づ
く
り
を
調
査

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

 

国
に
意
見
書
提
出
へ

　
　

   

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
で

　

国
は
、
本
年
春
か
ら
夏
ご
ろ
に
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
る
見
込
み
を
示

し
ま
し
た
。
国
は
海
洋
放
出
の
安
全
性
、

透
明
性
を
確
保
し
、
慎
重
な
対
応
と
丁
寧

な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
漁
業
者
を
は

じ
め
国
民
の
不
安
や
水
産
業
等
に
対
す
る

風
評
被
害
を
払
拭
す
る
た
め
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強

く
求
め
ま
す
。

　

１ 

国
が
責
任
を
持
っ
て
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

　

水
の
安
全
性
、
透
明
性
を
確
保
し
、
漁

　

業
者
や
国
民
に
十
分
な
説
明
を
行
い
、
不

　

安
を
払
拭
す
る
と
と
も
に
理
解
が
得
ら

　

れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　

２ 

国
の
責
任
に
お
い
て
、
海
洋
放
出
の

　

方
針
決
定
に
よ
り
当
面
生
じ
る
風
評
被
害

　

及
び
将
来
実
際
に
海
洋
放
出
が
行
わ
れ

　

た
場
合
に
生
じ
る
風
評
被
害
に
ど
の
よ

　

う
に
対
処
す
る
の
か
明
確
に
示
す
こ
と
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也
委

員
長
、
委
員
６
人
）
は
３
月
15
日
、
市
役

所
で
産
業
振
興
条
例
の
策
定
に
向
け
た
考

え
に
つ
い
て
市
担
当
者
か
ら
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　
「
現
段
階
で
は
総
合
計
画
に
盛
り
込
ん
だ

商
工
業
振
興
に
沿
っ
て
進
め
る
」
と
の
こ

と
で
、
条
例
策
定
は
「
今
後
の
検
討
課
題
」

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
熊
谷
重
昭
地
域
振
興
部

長
と
小
澤
巧
商
工
係
長
が
出
席
。
鵜
浦
委

員
長
が
常
任
委
員
会
と
し
て
こ
れ
ま
で
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
本
市
の
産

業
振
興
を
図
っ
て
い
く
上
で
も
「
条
例
が

必
要
」
と
の
認
識
か
ら
、
策
定
に
向
け
た

調
査
を
し
て
き
た
経
緯
を
説
明
し
、
市
当

局
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

　

熊
谷
部
長
は
条
例
の
必
要
性
を
認
識
し

つ
つ
、「
現
段
階
で
は
コ
ロ
ナ
や
物
価
高

騰
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
課
題
を
優
先
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
、
今
す
ぐ
条
例
策

定
の
準
備
に
入
る
段
階
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
」
と
説
明
。
そ
の
上
で
「
令
和
５

年
度
は
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
の
で
、
後
期
の
５
年
間
の
中

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳
委
員
長
、

委
員
６
人
）
は
３
月
15
日
、
市
役
所
で
自

動
運
転
走
行
実
証
実
験
及
び
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
上
幸
司
政
策
推
進
室
長
と
松
木
翔
政

策
広
報
係
長
か
ら
高
田
松
原
津
波
復
興
祈

念
公
園
を
起
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ

ス
の
社
会
実
証
を
行
っ
た
様
子
を
は
じ

め
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
モ

ビ
タ
」
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
は
、
復
興
祈
念
公

園
内
の
ガ
イ
ド
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
ほ
か
、
将
来
的
に
市
内
公
共
交
通
へ

展
開
す
る
こ
と
で
、
日
常
活
動
（
買
い
物
、

通
院
、
通
学
）
の
移
動
手
段
に
つ
な
げ
る

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
及
川
修
一
委

員
長
、
委
員
６
人
）
は
３
月
１
５
日
、
市

役
所
で
「
身
体
と
口
腔
ケ
ア
」
に
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
考
人
と
し
て
、
坪
井
潤
一
広
田
診
療

所
所
長
の
ほ
か
、
蒲
生
惠
美
保
健
係
長
に

も
同
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
坪
井
所
長
か
ら
、
歯
周
疾
患

と
生
活
習
慣
病
の
関
連
に
つ
い
て
、
生
活

習
慣
病
は
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
脳
梗

塞
な
ど
の
深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

が
、
そ
の
原
因
に
歯
周
病
が
関
係
し
て
い

る
、
歯
周
病
に
な
る
と
糖
尿
病
や
高
血
圧

が
悪
化
し
や
す
く
、
米
国
の
心
臓
病
学
会

で
は
、
高
血
圧
症
の
リ
ス
ク
が
２
倍
に
な

る
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
と
の
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
歯
科
受
診
の
現
状
は
児
童
生
徒

の
段
階
で
は
高
い
確
率
で
受
診
し
て
い
る

が
、
成
人
に
な
る
と
虫
歯
の
治
療
以
外
の

受
診
が
少
な
く
、
特
に
生
活
習
慣
病
の
患

者
さ
ん
は
歯
周
病
の
治
療
を
す
る
こ
と
で

循
環
器
疾
患
・
脳
疾
患
の
予
防
は
も
と
よ

り
、
高
齢
者
の
誤
嚥
（
ご
え
ん
）
を
防
ぐ

意
味
で
も
歯
科
の
受
診
を
し
て
ほ
し
い
と

　

３ 

漁
業
者
や
関
連
産
業
の
従
事
者
が
希

　

望
を
も
っ
て
働
き
、
持
続
可
能
な
産
業

　

と
な
る
よ
う
産
業
振
興
の
た
め
の
方
策

　

を
具
体
的
に
示
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
伊
勢
純
）

で
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
菅
野
泰
浩
水
産
課
長

か
ら
、
間
近
に
迫
っ
た
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
問
題
に
つ
い
て
状
況
説
明
を
受
け
、

国
に
十
分
な
説
明
を
求
め
る
意
見
書
を
委

員
会
か
ら
議
員
発
議
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
）

も
の
で
す
。
昨
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
延

べ
47
日
間
（
１
４
６
７
人
利
用
）
実
証
し
、

利
用
者
の
反
応
や
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
か
ら
意

見
を
聴
取
。
機
器
の
動
作
状
況
な
ど
を
調

査
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
実
証
を
行
い
、
い
ず

れ
は
ま
ち
な
か
へ
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
観

光
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
実
用
サ
ー
ビ
ス
へ

の
展
開
案
を
検
討
し
、
実
用
化
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
「
モ
ビ

タ
」
の

運
行
状

況
は
、

令
和
４

年
度
の

実
績

  （
２
月

末
ま
で
）

と
し
て
、
運
行
日
数
２
１
３
日
間
、
乗
車

数
３
８
４
４
人
で
、
令
和
５
年
度
は
経
路

を
見
直
し
、
停
留
所
の
新
設
を
図
り
な
が

ら
利
便
性
向
上
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
野
貴
徳
委
員
長
）

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
坪
井
所
長
が
、
自
分
は
市
の
産

業
医
だ
が
、
口
腔
ケ
ア
の
推
進
に
よ
り
生

活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、
市
の
医
療
費
を

削
減
す
る
こ
と
が
務
め
で
あ
る
と
笑
顔
で

話
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
も
口
腔
ケ
ア
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
取
り
上
げ
て
い
く

重
要
性
を
強
く
感
じ
る
調
査
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
及
川
修
一
委
員
長
）

　

本
定
例
会
最
終
日
の
３
月
20
日
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
鵜
浦
昌
也
委
員
長

か
ら
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
係
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
を
議
員
発
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
国
の
関
係
機

関
に
、
国
民
へ
の
十
分
な
説
明
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

 

国
に
意
見
書
提
出
へ

所管事務調査

国の ALPS 処理水の海洋放出を説明する HP

自動運転サービス

グリーンスローモビリティ「モビタ」

所管事務調査


